










139特集「日本の国家アイデンティティの形成と ‘ 土着性 ’ の問題」に寄せて
安孫子　　信
　去る 2011 年 10 月 2日に法政大学ボアソナードタワー 26階スカイホールで、
「日本の国家アイデンティティの形成と ‘ 土着性 ’ の問題」と題された国際シン
ポジウムが開かれた。このシンポジウムはその時並行して行われていた「ア




















































141特集「日本の国家アイデンティティの形成と ‘ 土着性 ’ の問題」に寄せて
では、和辻が、日本文化が周辺文化として大陸中国からの文化移入に依存し
つつも、それを独自に開花させていった力を優れた内在力とみなして評価し
たこと、その内在力の核にあるものを清明心として認め、それは天皇を崇拝
する心と重なるものであると主張したことを紹介しつつ、それへは、清明心
と天皇制との結びつきはあるとしても律令制当初からのものではなく天皇が
政治的実権を失っていった中世以降のことに過ぎない、と主張する批判があ
ることも同時に指摘された。
　こうして、デチエンヌのモデルを念頭に置きつつ、日本の国家アイデンティ
ティの主張の内実が、古代（ロシェ）、江戸時代（マセ、渡辺）、明治（星野）、
現代（クライナー）のそれぞれで検討されていった。結果として、日本の場合、
国家アイデンティティをいうために純粋な土着性は事実として持ち出されて
きていないこと、あるいは、そもそも持ちだされ得ないこと、が明らかにさ
れたといい得よう。文化人類学の立場からのクライナー報告が示すように、土
着性を文字通りにいい出せば、日本のアイデンティティは、デチエンヌのモ
デルとはまさに反対に、砕けていかざるを得ないのである。
